
第3回豊田地区意見交換会



今日の流れ
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１．アイスブレイク、自己紹介

２．ワークショップ

終了 11時30分予定



今日の話し合いのルール

R お互いを尊敬し、尊重すること

O 心を開いて

P 話したくないときは「パス」といっていい

E 共感と興味をもって/ワクワクしながら

S
みんなが安心してお話しできるように/自分の気
持ちに素直に/思ったことを伝える/ユーモアを
もって

・ROPES
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アイスブレイク
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自己紹介
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私の名前は…です

こんなことをして
過ごしています！

趣味は…です！
自分が知られたくないことや

話したくないことは
話さなくてＯＫです！

最近…に
はまっています！



２．「あなたが暮らしたいまちはどんなまち？」

１．「この地域で暮らすあなたにとって地域で起きているどのようなことに関心がありますか？」

・高齢化が顕著
・老人が多い
・イベントの開催について高齢化
・高齢者に対する配慮
・ある程度からの年配者が少ない
・１～２人暮らしの増加

・人と人の付き合いが少なくなった・子ども達が少ない
・子ども達との交流がない
・昔から続いている様々な行事等の参加の件
・行事への参加が少ない
・コロナのためか行事がなくなった（繋がりがなくなった）
・コロナ禍により近所付き合いの希薄化
・地区内のコミュニケーションを多くとりたい
・話し合いの場作り
・通りに人がいない
・飲む機会が無くなった

・自分本位の人がいる
・価値観の違う人が入ってきている
・共通することが少なくなってきている
・何事も関心が弱い（今回の件も含めて）

・自治会役員の負担増
・自治区の役員
・自治区の役員の選出について

・市も含めて発信が弱い
・市に対する意見をどこに提出してよいかわからないことがある

・高齢者の買い物について
・買い物
・地元に店が少ない

・交通手段
・県道について
・勤務地による道路問題

・豊田の位置的な問題からの住み方
・豊田地区の特徴がない

・空き家が出てきた
・空き家が多い
・空地の利用対策

・防災組織の立上げ
・神社・仏閣への信仰が薄くなった
・給与所得者の増加策
・農業をする人が減少した
・行事にも予算が必要
・車の運転が難しい
・スマートフォンが使えない
・小学校の統合による跡地活用について
・ATM
・ポスト
・高枝切り
・重労働
・自由になるお金がない
・ゴミ出し
・野焼が出来なく困っている

・安心・安全住めるまち（災害に強い）

・災害に強いまちづくり

・防災に強いまちづくり

・農業が楽しく出来る

・農業の従事者の多いまち

・田んぼのアートづくり・観光

・自然環境を重んじたまち

・自然豊かなまち

・公園が整備されているまち

・安全な公園があれば

・子ども達が遊ぶ公園

・子ども達が遊べる公園があるといいね

・子育てが楽しく出来るまち

・親子が一緒に安心住めるまち

・若い人が暮らしたくなるまち

・高齢者と子ども達のバランスのとれたまち

・近所仲良く

・つながりの強いまち（となり同士）

・誰もが話し合う事が出来るまち

・笑って暮らせる地区にしたい

・仲間づくりで健康対策

・サークル活動

・無料で使用できる公共施設があれば、、、、

・多くの公共設備があり利用できるまち

・病院が近くに多くあるまち

・医療施設の充実したまち

・インフラが整っているまち

・交通網の充実した地域

・鉄道があり車を必要としないまち

・文化の香りの高いまち

・スマートフォンがなくても情報伝達ができるまち

・田舎ではあるが利便性を感じる町

・働く場所のあるまち

豊田地区
第１回の意見
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個々では

解決できない
課題がある…

人的負担の増加

地域課題の多様化

少子高齢化

活動の減少

担い手の不足



それぞれに

得意な活動
がある！！

地域に対する

想い
がある！！

地域貢献したい！
技術を活かしたい！
次世代に継承したい！

地域の見守り
防犯・防災
情報発信…



分野を超えて、さまざまな団体が連携したら…？

誰もが参加しやすい地域運営の仕組みを作ったら…？



目指す新しい地域コミュニティ
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目指す新しい地域コミュニティ

総務省ホームぺージより

地域の実情に
あわせることが
大切！

できる分野から
連携！
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皆さんで
話し合ってみましょう



ふせんの使い方

・短いメッセージで＝大きな文字になります

・メンバーに見やすいように

〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇

・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇
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ワーク１

地域で活動する団体を
洗い出ししてみましょう！

団体一覧に追加してみましょう！

自治会
子ども会
育成連合会

消防団
自主防災組織

学校
ＰＴＡ

民生委員
児童委員

地域女性
団体連絡会

シルバー
クラブ

青少年育成
市民会議

地域で活動
する団体

社会福祉
協議会支部
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ワーク２

地域で活動する団体の

現状や抱える課題を
考えてみましょう！

組織・団体に所属していない方は、外から見て感じる課題を考えてみましょう！
所属する組織・団体以外の課題も考えてみましょう！



第1回・第2回意見交換会から見えてくる

地域で活動する団体の現状や課題
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自治会役員の

負担増
地域で集まる

機会の減少

ゴミの分別の

問題
行事の参加者の

減少

イベント開催者の

高齢化



ワーク２：地域で活動する団体の
現状や抱える課題を考えてみましょう！
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ふせんに書き出しましょう！

いくつでも
ＯＫです！

たとえば…
●自治会：加入率低下、役員のなり手がいない
●子供会：少子化により会員が減少し、お祭り

ができない
●消防団：団員のなり手不足 等

周りの人と相談しながら
書いても◎！

団体名

現状・
抱える課題
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ふせんを模造紙に
貼りましょう！

お互いに質問をしたり、
説明をしたりしてみましょう！

同じような内容のふせんをまとめる
ようにして貼りましょう。

ワーク２：地域で活動する団体の
現状や抱える課題を考えてみましょう！



団体の現状・抱える課題

子ども会

子どもが少
なく祭りが
開催できな
い

自治会

イベントが開
催できない

課題解決に向けて

ＰＴＡ

登下校時の子
どもの見守り
ができない

自主防災組織

地域の方が連
携して防災に
取り組んでい
る

団体が連携して
取り組んでいること

団体が連携して
今後取り組めそうなこと

お祭り、イベント

防犯

防災



他のグループの様子を
見てみましょう！
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ワーク３

課題解決に向けて、地域で活動する団体が

連携して取り組んでいること・
取り組めそうなことを
考えてみましょう！

組織・団体に所属していない方は、手伝えそうなこと、
外から見て取り組めそうなことを考えてみましょう！



ワーク３：課題解決に向けて、地域で活動する団体が連携して
取り組んでいること・取り組めそうなことを考えてみましょう！
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たとえば…
●自治会+子供会⇒お祭りの開催
●自治会+民生委員+社協
⇒一人暮らし高齢者のリストアップや声掛け

●PTA+交通安全協会+交通安全母の会
⇒登下校の立哨・見守り

●消防団+防犯協会+ボランティア
⇒地域の見回り活動 等

ふせんに書き出しましょう！

いくつでも
ＯＫです！

周りの人と相談しながら
書いても◎！

団体名＋団体名

連携して取り組んで
いること・

取り組めそうなこと
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ふせんを模造紙に
貼りましょう！

お互いに質問をしたり、
説明をしたりしてみましょう！

ワーク３：課題解決に向けて、地域で活動する団体が連携して
取り組んでいること・取り組めそうなことを考えてみましょう！

同じような内容のふせんをまとめる
ようにして貼りましょう。
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団体の現状・抱える課題

子ども会

子どもが少
なく祭りが
開催できな
い

自治会

イベントが開
催できない

課題解決に向けて

ＰＴＡ

登下校時の子
どもの見守り
ができない

自主防災組織

地域の方が連
携して防災に
取り組んでい
る

団体が連携して
取り組んでいること

団体が連携して
取り組めそうなこと

お祭り、イベント

防犯

防災

自治会+子供会

共同で
お祭りを開催

PTA+交通安全協会
+交通安全母の会

登下校の立哨
・見守りの実施

自主防災組織＋消防団

防災訓練を実施



他のグループの様子を
見てみましょう！
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事例紹介



茨城県土浦市

・平成12年度に、地域が主体となって実態に合った活動ができるよう、中学校区ごとに
「地区市民委員会」を設立

・委員会の中にそれぞれの活動部門に沿った実践活動のために6つの専門部会を設置

地区市民委員会

福祉部 … 地域福祉への参加協力、ふれあいネットワークへの参加協力など

環境部 … ゴミの減量化、資源化運動、環境美化、水質浄化運動、花いっぱい運動

スポーツ・健康部 … 各種スポーツレクリェーション活動、健康づくり、健康教室

安全部 … 交通安全思想の啓発・推進、防災・防犯活動

文化広報部 … 広報誌の発行、文化講演会等の開催、公民館講座への参加・推進

青少年育成部 … 非行防止キャンペーン、地域と学校との連携強化（総合的学習への協力など）、
親子教室、講演会など

組織
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学校・PTA×自治会×消防団×地域企業

〇小中学校と地域ですすめる防災学習

小学校がＰＴＡと協力して、小学校の子どもと保護者、中学生
ボランティアが参加する防災イベントを実施。幼稚園保育所等
も加わり、地域とともに進める防災学習と連携している。消防
団、地域企業も参加し、いざという時に力を発揮する地域の
ネットワークづくりを目指している。

神奈川県横浜市

防災

自治会×学校

〇子ども見守り隊

学校のある日は毎日交代で主要道路や信号機のない交差点にお
いて見守りを実施。活動終了後に必ず見守り日誌をつけ、何か
あるとすぐに学校に連絡が届くようにしている。

防犯

埼玉県日高市
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シルバークラブ×自治会×子ども会環境
衛生

シルバークラブで公園の定期清掃年４回、ごみ拾い等年６回、除草剤散布
を実施。自治会にも呼びかけて毎回40 ～ 50人が参加、子ども会も加わっ
て実施。

〇自治会や子ども会と共に、公園清掃 岐阜県美濃加茂市

〇地域のみんなで子育て♪「わくわく子どもクラブ」 山口県長門市

地域で活動する団体や個人×地域の子どもたち

公民館を会場とし、年間を通じてさまざまな講座を開設。子どもたちが「生涯の趣
味と出会うきっかけづくり」を目的に開催。指導にあたる地域の大人は、これまで
学んできたことを次世代の子どもたちに伝えることで、生涯教育の成果を発揮する
場となっている。
囲碁将棋、はじめての料理、からだを動かそう、華道、百人一首、など

子育て
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高齢者
見守り

〇「ご近所福祉ネットワーク」で支え合う地域づくり

地区に在住する買い物や外出が困難な65歳以上の独居または高齢
者世帯の方に対して、NPO法人の車両を活用して、近隣のスー
パーへ週1回買い物支援サービスを行っている。車の運転、店内
買い物サポートは地域のボランティアで行っている。（月会費
100円）

静岡県西伊豆町

〇「ちょびっとお助け隊」 山梨県中央市

高齢者同士協力し合うことが必要と、シルバークラブ内に「ちょびっとお助
け隊」を立ち上げた。65歳から93歳の隊員12人で、草取り、ごみ出し、犬の
散歩等に対応。気兼ねなく依頼できるように会員は30分100円、15分未満50
円、会員外は200円、100円。会員外の依頼も多く、交流が広がっている。

シルバークラブ

NPO×地域のボランティア
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みんなが住みやすく、住み続けたくなる

豊田地区を目指して…
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自治会 A,B,Ｃ 

 

子ども会育成会 

 

消防団 

 

学校・ＰＴＡ 

 

警察・消防 

 

ＮＰＯ・企業 

 

その他・ 

各種団体 

民生委員児童

委員協議会 

 

地域女性 

団体連絡会 

 

社会福祉協議会 

 

現在の活動を生かした，横の連携による地域一体的な活動を推進する 


